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最小二乗法の導出



ある実験により物理量XとYの測定値の組(x1, y1), (x2, y2), (x3, y3), (x4, y4)が得られたとす
る。本来，XとYのあいだにY = A + BXなる関係式があり，偶然誤差によりばらついた測
定値から，尤もらしいAとBの値を決定したい。
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下図に示すように，各測定値(xi , yi) (i = 1, 2, 3, 4)と直線Y = A + BXの距離をδiとする。
δiは測定点（○）と直線上の点（●）の差であり， δi＝yi – (A + Bxi)と定義する。
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δ3 = y3 − (A + Bx3 ) > 0

δ1 = y1 − (A + Bx1 ) > 0

δ2 = y2 − (A + Bx2 ) < 0

δi = yi − (A + Bxi )残差



残差の2乗和Lを計算して整理すると，
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残差の2乗和LはAとBの関数になっている。Lが最小になるようにAとBを決める。
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Bを定数とみなしてLをAの関数とみると，Lは下に凸の二次関数である。

Lを最小するAは,  Bを定数とみなしてLをAで微分（ LをAで偏微分）したときに，
それがゼロになるようなAを探せばよい。
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同様に，Aを定数とみなしてLをBの関数とみると，Lは下に凸の二次関数である。

Lを最小するBは,  Aを定数とみなしてLをBで微分（ LをBで偏微分）したときに，
それがゼロになるようなBを探せばよい。



以上より，
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行列としてまとめると，
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逆行列を左側から作用させて，
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とおくと，

(x1, y1), (x2, y2), …, (xn, yn)のときには，
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とおくと，
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